
『
池
の
藻
屑』

荒
木
田
脱
女
の
r
池
の
淡
屑』
十
四
券
（
明
和
八
年
〈一
七
七一
〉
二
月

成
立）
は、
元
弘
の
品
で
阻
岐
に
配
流
さ
れ
た
後
戯
醐
天
皇
が
京
都
に
遠
幸

し
た
元
弘
三
年
(-
―――――――
I

-）
よ
り、
徳
川
家
康
が
征
夷
大
将
箪
に
就
任
し

て
江
戸
に
都
府
を
開
い
た
後
陽
成
天
取
の
脱
長
八
年
（一
六
0
三）
ま
で
に

至
る
約
二
七
0
年
間
の
出
来
事
を、
北
朝
方
の
事
跡
を
中
心
に
絹
年
体
で
術

き
綴
っ
た
歴
史
物
語
で
あ
る。
r
池
の
総
屑』
の
出
典
に
関
し
て
は、
r
太
平

記』
r
吉
野
拾
逍』
r

新
策
和
歌
集」
r
太
閤
記」
『
盟
鑑」
な
ど
い
く
つ
か
断

(
1
)
 

片
的
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
も
の
の、
南
北
朝
時
代
か
ら
安
土
桃
山
時

代
に
か
け
て
の
広
範
な
時
代
を
対
象
と
す
る
本
猫
に
は、
こ
れ
ま
で
に
指
摘

さ
れ
て
い
る
以
外
に
も
も
っ
と
多
く
の
究
科
が
作
品
中
に
利
用
さ
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る。

r
池
の
藻
屑』
に
つ
い
て
は、
今
後
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
点
が
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り、
と
り
わ
け
基
礎
的
な
問
題
と
し
て、

作
品
の
出
典
等
に
関
す
る
考
察
は
急
務
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る。
そ
こ
で
本

と
軍
記
物
語

稿
で
は、
『
池
の
深
屑』
の
主
要
な
典
拠
の―
つ
で
あ
る
軍
記
物
語
を
取
り

上
げ
て、
両
者
の
影
抒
関
係
を
具
体
的
に
比
較
検
討
す
る
こ
と
と
し、
今
回

取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
資
料
に
つ
い
て
は、
後
日
稿
を
改
め
て

報
告
し
た
い
と
思
う。
尚、
本
稿
に
お
い
て
考
察
の
対
象
と
し
た
軍
記
物
語

は、
r
太
平
記』
r
後
太
平
記」
r
続
太
平
記』
の
三
作
品
で
あ
る。

『
池
の
淡
屈」
と
r
太
平
記し
の
影
咽
関
係
に
つ
い
て
は
早
く
か
ら
指
摘

さ
れ
て
き
た
が、
中
で
も
脱
女
が
r
池
の
藻
刷」
を
執
策
す
る
際
に
参
照
し

た
r
太
平
記』
の
テ
ク
ス
ト
は、
今
井
弘
済
と
内
藤
貞
顕
が
椙
條
し
た
r
参

考
太
平
記」
（
元
禄
二
年
〈一
六
八
九〉
成
立、
同
四
年
刊）
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る。
本
柑
の
特
色
は、
『
太
平
記」
の
流
布
本
を
底
本
に
用
い
て、

異
本
九
部
と
の
主
要
な
本
文
異
同
を
明
ら
か
に
し
た
上
で、
更
に一
0
匹
部

の
文
献
脊
料
（
補
任・
系
図
の
類、
詣
家
の
日
記、
願
杏・
訴
状
の
類、
歴

史・
文
学
術
の
類
な
ど）
を
引
用
し
て、
r
太
平
記」
の
記
述
と
史
実
と
の

(

2
)
 

関
係
に
厳
密
な
校
訂
を
施
し
て
い
る
点
に
あ
り、
罷
女
が
数
多
い
r
太
平
記
J

森

安

雅

子

- 32 -



.

.
 9
9
9
9
9

つ
ヽ
、
立
カ 

内
に
は
か
く
と
聞
せ
給
ふ
に
ぞ、

凶
ぷ
切＂
出
邸
が
出
細
び
で、
'’r
如
が

べい
ぶ
tci,＂,
5
距
ば

づが
，勾
悶

べ叶
刈
糾
か
庄
糾

占，
a＂＇’
父
び
釦

籾
む
が
い

，芍，＇

仰，杓糾和，

いが，g‘

郎
紹
廊
む
づ
紛
叫

甘

い
と

贋
じ
き
事
な
り」
と
てゞ
，
せ
ち
に
さ
氏
沿
咽
暉
沿
総

ぺ
り
給
ふ
べ
く
い
ひ
巡
困
以
総
吋
耐
姻
剪
は‘

�
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

9
9
9
 

何
F-J-
6
.
i
l
l
t
1
11.4
,
；
ー
に
有
と
て
も
そ
む
き
こ
そ

紡

し
カ
Ij、
父
君
は
な
<
/
\'
彼
処
に
尋
行
き
給
ひ
け

る
に、

中
納
言
は
け
さ
ま
で
岩
倉
の
坊
に
お
は
し
け
る
が、

妥
も
猶
都

囮
＜
可，＇
恕
が
別
な
ん
巳
脚
び
細
巧，
凶
づ，
ti
ど
糾
糾
く
幽
細
ぶ
松
ば、

父
君
は
い
と
木
意
な
く
悲
し
く
て、

涙
も
と
ゞ
め
が
た
し。

(r
池
の
藻
屑」）

此
事
叡
間
二
逹
シ
ケ
レ
バ、

君
限
が
グ

閥ギ

懸利
[
9

完、
「
其
在
所
ヲ
急

ギ
尋
出
シ、

熙
訟
迎
輔
伽
ノ
臣
卜
成
ベ
シ」・'
H"ー
父
宜
房
卿
二
仰
下
サ

レ
ケ
レ
、 
バ,'

〇
天
正
本
云、

和
毛
允，
三
密

盃菩，
冗
「
其
在
所
ヲ
緑、

急
ギ
荊

訟
瑯
翻
伽
ノ
臣
卜
成
ペ
シ」は
計ハ＞，＇
宜
房
卿
二
仰
下
サ
レ
シ
カ
刈、

船

由

岩蔵
へ
申
辿
サ
レ
タ
リ
ケ
ルd,
＇其

返事
二‘ヽ

何
事
ノ
羨
シ
サ
ニ
焔
ベ
キ
世'i-
#｛
ト
テ
モ
厭
コ
ソ
セ
メ

、

ノ

卜
申
サ
レ
ケ
レ
バ、

宣
房
岩
蔵
へ
尋
行
給
ヒ
ケ
ル、
云
。々

宜
房
卿
泣
々
車
ヲ
飛
シ
テ、

岩
蔵
へ
尋
行
給
ヒ
ケ
ル
ニ、

悧
翻
酌
凡
迎

こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は、
流
布
本
で
は
帝
の
命
を
受
け
た
宜
房
は
す
ぐ

さ
ま
岩
倉
へ
直
行
し
て
い
る
の
に
対
し
て、

天
正
本
で
は
宣
房
は
先
ず
藤
房

の
許
へ
使
者
を
班
わ
し、

藤
房
の
固
い
出
家
の
決
意
に
誘
い
て
岩
倉
へ
と
馳

せ
参
じ
て
い
る
点
で
あ
る。
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
は、

他
の
諸
本
と
は
異

な
る
天
正
本
独
自
の
も
の
と
し
て、
r
池
の
藻
屑』
が
採
用
し
た
箇
所
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る。
一
方、
藤
房
の
拒
絶
に
あ
っ
て
宜
房
が
「
な
く

（」

岩
倉
を
尋
ね
て
行
っ
た
と
い
う
描
写
は、

逆
に
天
正
本
に
は
該
当
箇
所
が
な

く、
こ
の
部
分
は
流
布
本
の
「
宣
房
卿
副
列
車
ヲ
飛
シ
テ、

岩
倉
へ
尋
行
給

ハ＞，＇
如
朝

迄卸
紺
ハ
珈ニ
オ
ハ
シ
ケ
ル
が
ー
矩
モ
尚
都
近
キ
傍
リ
ナ
レ

パ，＂＇’
南
距
ノ
人
罪
問
カ
ハ
ス
郡
モ
コ
ソ
ア
レ
ト
即
ハ
シ
ク
テ、＇，
何
地
ト

云
方
モ
ナ
ク、'’
足
二
信
テ
出
給
ヒ
ケ
リ。

(r
参
考
太
平
記』）
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の
諸
本
の
中
か
ら
r
参
考
太
平
記』
を
選
択
し
た
背
果
に
は、
以
上
の
よ
う

な
本
書
の
性
格
が
大
き
く
関
与
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る。

r
池
の
藻
屑」
は、

巻一
「
後
醍
醐
天
皇」
の
元
弘
三
年
（―
-―-
三
三）

か
ら
巻
五
「
後
光
厳
院」
の
貞
治
六
年
（
正
平
二
十
二
年、
一
三
六
七）
に

か
け
て
の
記
事
に、
『
参
考
太
平
記」

巻
十
二
1
巻
四
十
の
記
事
を
利
用
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が、

両
者
の
関
係
で
注
目
さ
れ
る
の
は、

そ
の
本
文

の
み
に
と
ど
ま
ら
ず、
『
参
考
太
平
記』

が
収
録
す
る
諸
本
の
異
同
や
文
献

賽
料
も
r
池
の
藻
屑」
に
取
り
入
れ
て
い
る
点
で
あ
る。

例
え
ば、
r
池
の
藻
屑r
巻一
「
後
醍
醐
天
皇」
の
建
武
二
年
(-
三
三
五）

条、

万
里
小
路
藤
房
の
突
然
の
出
家
に
誘
い
た
後
醍
醐
天
皇
が
翻
意
さ
せ
る

べ
く
父
の
宣
房
卿
を
岩
倉
へ
派
造
す
る
場
面
で
は、
r
参
考
太
平
記』

巻
十

――
I
 

r
岩
梢
水
行
幸
11
藤
房
卿
逸
冊
事」
を
次
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る。



ヒ
ケ
ル」
と
い
う一
節
を
踏
ま
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る。
つ
ま
り、
『
池

の
深
屑』
は
こ
の
場
面
の
構
成
に
際
し
て、
r
参
考
太
平
記」
の
底
本
で
あ

る
流
布
本
の
本
文
と、
流
布
本
と
の
異
同
を
示
す
た
め
に
注
記
さ
れ
た
天
正

本
の
本
文
と
を
そ
れ
ぞ
れ
組
み
合
わ
せ
て、
藤
房
の
出
家
を
詳
細
に
叙
述
し

(3)
 

て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る。

こ
の
他
に、
r
池
の
藻
屑」
に
お
い
て
天
正
本
の
利
用
が
ほ
ぼ
特
定
で
き

る
箇
所
に
は、
①
巻
四
「
崇
光
院」
の
貞
和
四
年
（
正
平
三
年、
一
三
四
八
）

の
花
園
院
崩
御、
②
同
じ
く
巻
四
の
観
応
元
年
（
正
平
五
年、
一
三
五
0)

五
月
二
十
日
頃
の
天
変
地
異、
③
同
年
文
月
初
め
の
土
岐
の
乱、
④
巻
五
「
後

光
厳
院」
の
観
応
三
年
（
正
平
七
年、
一
三
五
二）
の
後
光
厳
天
皇
皿
位
が

あ
り、
こ
れ
ら
の
用
例
も
ま
た、
流
布
本
の
内
容
を
補
う
た
め
に
天
正
本
の

本
文
に
取
材
し
た
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
る。

天
正
本
に
つ
い
て
は、
本
文
異
同
が
比
較
的
少
な
い
と
さ
れ
る
『
太
平
記」

の
諸
本
の
中
に
あ
っ
て、
例
外
的
に
極
め
て
特
異
な
内
容
の
異
文
を
持
つ
こ

と
や、
他
本
に
見
え
な
い
歴
史
的
事
実
を
多
く
取
り
入
れ
て
い
る
な
ど
の

特

(

4
)

 

色
が
指
摘
さ
れ
て
い
る。
以
上
の
こ
と
か
ら、
OO
女
は
r
参
考
太
平
記』

を
参
看
し
た
際
に、
流
布
本
と
は
異
な
る
天
正
本
の
本
文
の
性
質
と
内
容
に

箔
目
し
て
r
池
の
藻
屈」
に
利
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で

あ
る。吏

に、
r
参
考
太
平
記』
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
は、
r
太
平
記』
の
記
述
と

史
英
と
の
関
係
を
考
証
す
る
た
め
に
r
参
考
太
平
記』
に
引
用
さ
れ
た
文
献

奸
料
の―
つ
で
あ
る
洞
院
公
野
の
日
記
r
園
太
暦』
の
記
事
を、
麗
女
が
少

な
か
ら
ず
利
用
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
点
に
挙
げ
ら
れ
る。
そ
こ
で

一
例
と
し
て、
r
池
の
藻
屑』
巻
四
「
崇
光
院」
の
観
応
元
年
(-
三
五
0)

神
無
月
条、
足
利
雑
氏
の
西
国
下
向
と
直
義
の
京
都
逐
雷
の
楊
面
を
取
り
上

げ、
『
参
考
太
平
記』
巻一一
十
八
「
直
冬
蜂
起
杯
脈
氏
進
発
事」
の
該
当
箇

所
と
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る。

コ誠
に
此
度
は、
大
事
な
り」
と
て、
腺
氏
み
づ
か
ら
下
る
べ
き
に
定

ま
り
ぬ。
師
直
も
又
し
た
が
へ
り。
や
が
て
道
誉

入道
し
て、
内
に
か

’

共
と
お
だ
し
う
思
ひ
脚
tei
糾，
Iil，"‘
迫
求
め
ん
と

も忍，
れ
打
す
て
り，
7
,＇

く
と
奏
し
け

れば‘．
御
剣
御
馬
を
給
は
す。
御
剣
は
経
最
取
っ
ぎ
給
ひ、

御
馬
は
康
守
牽
け
る
を、
迫
楷
受
と
り
奉
る。
出
立
心
罪
明
日
と
て
の

恋，
T
錦
小
路
の
入
迎い
づ
ち
と
も
な
く
失
紺
び
心，
Lo！
と
い
ひ
さ
は
ぐ，

吋，＇
詣
劇
ハ
M
剌
ず
が
り
が
耶
は町
咲
abi,
～因
刻，＇
師
即
び
射，＇
ざ

引，

人
々
は
恕
ぎ
た
り。
疵
寺
の

iji
過
る
ほ
ど，‘．．
 師
直
が
は
た
さ
し
な
る

お
の

馬
よ
り
お
ち
て
手
な
邑
そ
こ
な
は
＇

や
が
て

と
ゞ
め
て
こ
と

を
か
は
り
に
は
な
し
け
り
9

「
北
の
翁
の
た
め
し
に

ゃ」
と
い
へ
ど、
「
か
、
る
折
よ
か
ら
ぬ
事
な
り」
と、
人
々
は
さ
、

め
き
た
り。
都
の
か
た
め
に
は
義
詮
を
ぞ
差
骰
け
る。
(r
池
の
藻
屑
」）

将
軍
此
注
進
二
鵞
テ、
「
サ
テ
モ
誰
ヲ
カ
討
手
二
下
ス
ベ
キ」
卜、
執

事
武
蔵
守
二
問
給
と
ケ
レ
バ、
師
直
「
遠
国
ノ
乱
ヲ
鎖
メ
ン
ガ
為
ニ
ハ
、

末
々
ノ
御一
族、
乃
至
師
直
ナ
ン
ド
コ
ソ、
罷
下
ル
ペ
キ
ニ
テ
候
へ
共、

是
ハ
イ
カ
ニ
モ
上
様
ノ
自
御
下
候
テ、
御
対
治
ナ
ク
テ
ハ
叶
フ
マ
ジ
キ

ニ
テ
侯。
…
…」
卜、
強
二
勧
申
ケ
レ
バ、
将
軍一
議
ニ
モ
及
給
ハ
ズ、
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都
ノ
警
固ニ
ハ、
宰
相
中
将
義
詮
ヲ
残
シ
囮
奉
テ、
十
月
十
三
日、
釦

夷
大
将
軍
正
二
位
大
納
言
源
尊
氏
卿、
執
事
武
蔵
守
師
直
ヲ
召
具
シ、

八
干
余
騎
ノ
勢
ヲ
率
シ、
兵
衛

佐直
冬
誅
冊
ノ
為
ト
テ、
先
中
国
ヘ
ト

ゾ
急
ギ
給
ヒ
ケ
ル。

〇
園
太
暦
云、
二
十
七
日、
＇・・・・・
退
出
之
後、
大
夫
語
曰、
今
日
将

軍
以――
道
脊

盃野一
勧
修
寺
大
納
営叫一、
西
国
蛉
起
之
由
有二
其
開―

之
間、
為二
対
治一、
明
暁
罷
向
之
旨
申レ
之、
経
顕
卿
所
労
之
間

不レ
参、
以二
経
砥
朝
臣一
申レ
之、
即
以二
彼
朝
臣一、
被レ
下二
御

剣
l、
即
被レ
牽二
下
御
馬一
之
由、
佃
I

道
持ー、
御
馬
北
而
尿
守

将
向、
云
。々
二
十
八
日
伝
附、
今
暁
卯
刻、
将
箪
進
発、
．

．

．

．

．

．

 

或

云、
師
寵
旗
差
某、
於一ー
東
寺
南
門
wJ-、
落
馬
損レ
手、
伯
於
i―
此

胴賃凶野面船mm、
今
日
四
到二
著
翌、
云
。々

(r
参
考
太
平
記」）

こ
の
う
ち、
直
冬
追
討
軍
の
出
立
に
際
し
て
眩
氏
が
朝
廷
か
ら
「
御
剣
御

馬」
を
賜っ
た
と
い
う
記
事
と、
師
直
の
旗
差
が
落
馬
し
て
手
に
大
怪
我
を

負っ
た
と
い
う
記
事
に
つ
い
て、
『
園
太
暦』
観
応
元
年
十
月
二
十
七
日
と

二
十
八
日
の
記
事
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る。
前
者
は
作
者
罷
女

〈

5)

の
有
駐
故
実
に
対
す
る
関
心
の
裔
さ
か
ら、
後
者
に
つ
い
て
は、
落
馬
に

よ
る
怪
我
で
旗
差
が
交
替
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が、
r
淮
南
子」
の
塞

翁
が
馬
の
故
事
を
辿
想
さ
せ
る
こ
と
に
興
味
を
批
え
て、
こ
こ
に
宙
き
加
え

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
拙
測
さ
れ
る。

そ
の一
方
で、
直
義
の
京
都
逐
鼈
に
関
す
る
破
線
部
の
記
述
を
め
ぐっ
て

は、
『
園
太
暦』
と
r
参
考
太
平
記』
の
間
で
事
実
関
係
の
述
い
が
認
め
ら

れ
る
所
で
も
あ
る。
r
固
太
暦』
観
応
元
年
十
月
二
十
九
日
の
記
事
に
拠
る

(6)
 
と、
出
発
を
延
期
し
て
直
義
を
捜
索
す
る
よ
う
師
直
が
具
申
し
た
も
の
の

鼎
氏
は
そ
の
提
案
を
開
き
入
れ
な
か
っ
た
と
あ
る
の
に
対
し
て、
r
参
考
太

乎
記』

巻
二
十
八
r
直
義
入
道
惹
源
逐
砲
事」
で
は
逆
に、
し
ば
ら
く
都
に

逗
留
し
て
直
義
を
捜
索
す
る
よ
う
進
言
す
る
仁
木・
細
川
の
意
見
を
師
直
が

一
蹴
し
て
お
り、

品岬
直
の
み、
さ
り
共
と
お
だ
し
う
思
ひ
居
た
れ
ば、
追

求
め
ん
と
も
せ
ず
打
す
て
、」
と
す
る
『
池
の
硲
屑」
の
事
件
の
経
過
並
ぴ

に
師
直
の
人
物
造
形
と
ほ
ぼ一
致
し
て
い
る。
つ
ま
り、
r
池
の
藻
屑』
に

お
け
る
『
団
太
照」
の
利
用
は、
基
本
的
に
r
太
平
記』
の
記
事
内
容
を
補

足
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り、
歴
史
的
に
重
要
な
出
来
事
や
事
件
に
つ
い
て

は、
r
太
平
記』
の
方
に
取
材
す
る
傾
向
が
竹
取
さ
れ
る
の
で
あ
る。

r
園
太
暦』
は、
南
北
朝
の
内
乱
期
に
太
政
大
臣
の
位
に
ま
で
至
っ
た
政

界
の
煎
鋲
洞
院
公
腎
の
漢
文
日
録
で
あ
り、
『
参
考
太
平
記」
に
も
収
録
さ

れ
て
い
る
よ
う
に、
当
時
の
実
惜
を
伝
え
る
貨
皿
な
資
料
の―
つ
で
あ
る
こ

(7
〉

と
か
ら、
開
女
も
ま
た
本
紺
の
記
事
内
容
に
関
心
を
示
し
た
で
あ
ろ
う
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い。
し
か
し、
両
者
の
関
係
で
留
意
さ
れ
る
の
は、
r
池

の
藻
屑」
に
お
い
て
『
固
太
暦』
の
記
事
を
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
箇
所

は、
こ
の
他
に
も
六
例
存
在
す
る
も
の
の、
そ
れ
ら
は
全
て
r
参
考
太
平
記」

に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る。
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．

応ー- フ-

！ 



る

(
8

半

と
い
う
極
め

て

短
期
間

で

r

池

の

硲

屑』

を

執
箪

で

き

た

の

も

、

こ

の

よ

)
 

う

な

沢
科

の

使
い
方

に起
因
し

て

い

た
た

め
と
理
解
さ
れ

。

罷

女は

、

本
文
異
同
や
文
献
査
料

に配
感
し

な

が
ら

、

『
参
考

太

平

記

」

を

丁
寧

に読

み
肝
く
こ

と

で

、

r

池

の

硲

屈」

の

世
界

を

構
築
し

て

い
っ

た

の

で

あ
る

。

多
々
良一
竜
（
南
宗
庵）

著・
多
々
良
吹
毛
修
訂
『

後

太

平

記』
（
延
宝

五
年

一^
六
七
七＞

刊）

と
杉
岸
芳
通
若
r

紐

太

平

記

』

（
貞
享
三
年
〈一

六
八
六〉

刊）

の

両
術

は

、

近
批
期

に入

っ
て

か

ら
r

太

平

記J

の

後

の

時

代

を

杏

き

糀
い

で

成
立
し

た

仮
作
軍

記

で

あ
る

。

こ

の

う
ち

、

『
後

太

平

記

」

は

、

後
光
股

天

皇

の

応
安
元
年
(-
三
六
八）

の

義
満

の

元
服

と
征
夷
大
将

箪
就
任
よ
り

、

正
親
町

天

品

の 天

正
六
年
(-
五
七
三）

の

十
五
代
将
軍
義

昭

の

没
浴

に至
るまで

、
r

続

太

平

記』

は

同
じ

く

応
安
六
年

か

ら
後
土
御

門
天
且

の

文
明
年
中
（
年
表

は

文
明
十
八
年
〈一
四
八
六〉

まで

）

に

か

け

て

、

歴
代
足

利将
軍

の

行
跡

を

中
心

に叙
述

さ

れ

て

い
る

。
r

後

太

平
記』

と

r

続

太

平

記』

につ
い

て

は

、

今

の

と
こ
ろ
典
拠

の

報
告
が

な

さ

れ

て

い

な

い

よ

う

で

あ
る

が

、

『

池

の

探
屑』

は

r

太

平
記」

以
降

の

記

述

の

一
部

を

こ

の

二
作
品

に依
拠
し

て

い
る

と
考
え
ら
れ
る

。

r

池

の

藻
屑」

が
南
北
朝
時
代

の

歴
史

を

叙
述

の

対
象

に含
む
以
上 、

鎌

倉
時
代
末
期

か

ら
南
北
朝
時
代

に

か

け

て

の

激
動

の

時
代

を

取
り
扱

っ

た

訊

記
物
語

r

太

平記

」

を

参
照

す

る

こ

と

は

、

近
批
期

にお
け
る
r

太

平
記』

の

受
容

の

在
り
方

に鑑
み

て

も
ご

く

自
然

な

態度

で

あ

っ

た

と
受
け
止
め
ら
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以
上
の
こ
とか

ら

、
天
正
本の
利
用
態
度
とも

考
え
合
わ
せ
る

に

、
脱
女

は
r

園
太
暦」
そのも

の
を
披
見
し

た
の

で
は

な

く

、

r
参
考
太
平
記』

の

中
の
『

園
太
暦』
の

記
事
を

、

『
池
の
藻
屑』
に
その
ま
ま
転
用
し

たの
で

は

な

いか

と
推
察
さ
れ
る 。

結
果
的

に

、

脆
女

に

と
っ
て
『

参
考
太
平
記』
の

利
用
は

、

余
分

な

手
間

を
省

き

効
率
よ
く
賀
料
を
収
集
分
析
す
るこ

と
を
可
能

に

さ
せ

た
。

一
ヶ
月

(
9)

れ
る
 。

し
か

し

、

『
太
平
記』
は 、
後
光
厳
天
皇
の
貞
治
六
年
(-
三
六
七）

十
二
月 、
幼
少
の
三

代

将
軍
義
満の
後
見
と
し
て
細
川
頼
之が

四
国
か

ら
上

京
し
て

く
ると

こ
ろ
で
突
如
と
し
て

終
結 す
る 。

そ
こ
で
『

池
の
孫
屑』
で

は 、
r

太
平
記』
の

世
界
を
受

け

継
い
だ
r

後
太
平
記』
と
r

続
太
平
記』

を

代

わ
り

に

利
用
し
たも

の
と
想
像
さ
れ
る 。

『
後
太
平
記」
と
q

続
太
平
記』
は
同一
の
時

代

を
取
り

扱
っ
て

い
る

た

め 、
必
然
的
に
両
者の
記
事
内
容

に

諏
複
す
る部

分が

多
く

、

か

つ
脆
女が

記
述
そのも

の
を
飾
略
化
し
て

い
るこ

とも

相
侯
っ
て

、
『

池の
藻
屈』が

ど

ち

ら
の
害
物

に

拠
っ

た

か

を
明
確

に

出
来

な

い
箇
所が

ま
ま
見

ら

れ
る
も

の
の
、

い
く
つか

の
場
面

に

つ
い
て

は
その
出
典が

特
定
で

き

る 。

先
ず 、
『

池
の
躁
屑』
巻
六
「

後
円
融
院」
の
応
安
四
年
（
建
徳一一
年

ニ
ニ
七一
）
条 、
丹
波の
国
人が

義
満

に

芹
を
献
上
し

た出
来
事
を
祝
し
て

朝
廷
で
献
芹
の
殷
賀が

佃
さ
れ

たとい
う
記
事

に

つ
い
て
は

、

r
後
太
平
記」

巻
四
「

周
例
献
芹
祭
祀
之
事」
を
次
の
よ
う

に

利
用
し
て

い
る 。



れ
る。
し
か
し、
r
太
平
記』
は、
後
光
厳
天
皇
の
貞
治
六
年
(-
三
六
七）

十
二
月、
幼
少
の
三
代
将
軍
義
滴
の
後
見
と
し
て
細
川
頓
之
が
四
国
か
ら
上

京
し
て
く
る
と
こ
ろ
で
突
如
と
し
て
終
結
す
る。
そ
こ
で
r
池
の
硲
朋』
で

は、
r
太
平
記」
の
世
界
を
受
け
継
い
だ
r
後
太
平
記』
と
r
続
太
平
記」

を
代
わ
り
に
利
用
し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る。

r
後
太
平
記』
と
『
統
太
平
記』
は
同一
の
時
代
を
取
り
扱
っ
て
い
る
た

め、
必
然
的
に
両
者
の
記
事
内
容
に
諏
複
す
る
部
分
が
多
く、
か
つ
脆
女
が

記
述
そ
の
も
の
を
簡
略
化
し
て
い
る
こ
と
も
相
侯
っ
て、
『
池
の
株
屈』
が

ど
ち
ら
の
術
物
に
拠
っ
た
か
を
明
確
に
出
来
な
い
箇
所
が
ま
ま
見
ら
れ
る
も

の
の、
い
く
つ
か
の
場
面
に
つ
い
て
は
そ
の
出
典
が
特
定
で
き
る。

先
ず、
『
池
の
淡
屑』
巻
六
「
後
円
融
院」
の
応
安
四
年
（
建
徳
二
年、

ニニ
七一
）
条、
丹
波
の
国
人
が
義
満
に
芹
を
献
上
し
た
出
来
事
を
祝
し
て

朝
廷
で
献
芹
の
殷
賀
が
他
さ
れ
た
と
い
う
記
半
に
つ
い
て
は、
r
後
太
平
記』

巻
四
「
周
例
献
芹
祭
祀
之
事」
を
次
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る。

此
ご
ろ、
丹
波
の
国
の
民
ど
も、
根
芹
を
う
る
は
し
き
龍
に
入
て、
さ
、

閃‘
左
馬
頭
が
り
来
り
て
門
に
立
り。
．

．

．

．

 

：
か
や
う
の
は
な
k
\

し
き
ま
じ
ら
ひ
な
ど、
か
け
て
も
す
ぺ
き
身
な
ら
ね
ぱ、
たゞ

歩
の
心

地
し
て、
い
ひ
い
で
ん
こ
と
ば
も、
口
ご
も
り
つ
、ヽ
わ
な、
く
さ
ま

な
が
ら
懐
に
も
た
り
け
る
歌
を、
御
ま
へ
ち
か
く
さ
し
罷
た
り。
取
て

見
る
に、君

力
代
の
ゆ
た
か
に
す
め
る
政
な
が
き
ね
ぜ
り
の
恵
み
な
る
ぺ
し

よ
か
ら
ね
ど
祁
ぴ
た
る
心
ど
も
に
て、
せ
ち
に
思
ひ
よ
り
け
ん、
し
ば

し
も
深
き
深
田
に
下
り
立
て、
求
め
出
け
ん
程
し
る
く
見
え
て、
人
々

い
み
じ
く
け
う
じ
あ
へ
り。
…
…
こ
の
事
は
い
み
じ
き
幸
な
る
と
て、

内
に
も
奏
し
奉
り
つ
、ヽ
献
芹
の
炭
賀
と
い
ふ
事
を
行
は
ん
と
す。
上

も
聞
せ
給
ひ
て、
め
づ
ら
か
な
る
事
に
思
し
召
れ
け
る。
其
日
に
成
て

は、
二
条
の
前
の
大
殿
ぞ、
御
使
に
て
参
り
給
ふ。
引
つ
ら
ね
て、
上

述
部
殿
上
人
つ
ど
ひ
参
り
給
へ
り。

(r
池
の
藻
屈』）

同
じ
き
年
の
八
月
朔
日、
丹
波
国
の
土
民
村
老
川
余
人、
御
所
の
大
庭

薗‘
一
龍
の
芹
を
携へ
来
て、
頭
を
地
に
屈、
献
芹
の
披
露
を
歎

き
し
か
共、
誰
か
是
を
取
次
ぐ
人
も
な
け
れ
ば、・
終
日
消
を
垂
れ
て
ぞ

伏
し
居
た
り。
．

．

．

．

．

．

 

良
在
り
て
将
軍
箪
ひ
け
る
は、
「
今
日
汝
献
芹
の

故
事
を
存
じ
て
芹
を
進
む
る
か」
と
御
母
あ
れ
ば、
野
人
何
共
返
答
を

ば
申
さ
ず
し
て、
慎
中
よ
り
短
冊―
つ
取
出
し、
是
を
棒
げ
奉
る。
其

狂
歌
に、君

が
代
の
数
に
消
る
政、
長
き
根
芹
の
恵
み
な
る
べ
し

：
 ．．．
．

．

 

其
後
献
芹
脱
賀
を
行
ひ
給
は
ん
と
て、
諦
胴
百
官、
大
名
高
家`

神
官
俯
侶
に
至
る
ま
で、
悉
く
此
旨
を
ぞ
触
れ
ら
れ
け
る。
．

．

．

．

．

．

 

已
に

期
H
に
及
ぴ
天
使
と
し
て、
二
条
前
関
白
藤
良
基
朝
臣、
一
条
殿、
九

条
殿
御
滸
座
在
つ
て、
今
出
川
大
納
言
殿、
坊
城
中
納
言
殿、
洞
院
宰

相
中
将、
殿
上
人
に
は、
左
中
将
忠
頼、
新
中
将
親
忠、
右
中
将
季
村、

左
中
弁
嗣
房、
右
中
弁
宜
房、
蔵
人
左
中
弁
仲
光、
左
少
将
為
有、
右

少
将
宗
顕、
次
第
に
席
を
列
し
給
ふ。
主
座
に
は
大
内
修
理
大
夫
四
位

少
将
入
道
道
階
と
ぞ
開
え
け
る。

(r
後
太
平
記』）
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但
し、
『
後
太
平
記』
で
は
こ
の
出
来
事
は
永
利
元
年
（
天
授
元
年、
一

三
七
五）
の
こ
と
と
さ
れ
て
お
り、
r
池
の
渫
屑』
と
は
年
次
に
四
年
の
ず

れ
が
あ
る。
『
池
の
淡
屑』
は、
義
満
の
初
期
政
権
下
に
お
け
る
執
事
頻
之

の
普
政
を
称
焚
す
る
『
後
太
平
記」
の
趣
旨
を
念
頭
に
樅
い
た
上
で、
こ
の

記
事
を
巻
六
の
後
円
融
天
皇
の
治
世
の
初
め
に
配
囮
す
る
こ
と
で、
そ
の
御

代
を
も
称
揚
す
る
意
図
を
持
た
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る。

次
に、
『
絞
太
平
記」
に
つ
い
て、
r
池
の
秘
屑』
巻
七
「
後
小
松
院」
の

嘉
艇
二
年
（
元
中
五
年、
一
三
八
八）
五
月
条、
足
利
義
滴
の
紀
州
下
向
及

ぴ
東
国
遊
翌
の
記
事
を
取
り
上
げ
て、
『
続
太
平
記』

巻
四

心＾
樹
遊
玉克

子

紀伊
浜
事
コァ
東
行」
と
r
後
太
平
記」
巻
九
r
河
内
国
平
尾
合
戦
之
事

.3
亀
六
之
術
之
事」
を
比
較
し、
そ
の
受
容
の一
端
に
つ
い
て
確
認
し
て
お

く
こ
と
と
す
る。

五
月
に
室
町
殷、
玉
津
島
に
詣
給
ふ。
上
達
部
殿
上
人
あ
ま
た
従
ひ
参

り
給
へ
ば、
事
広
ご
り
て
い
か
め
し
き
御
あ
り
さ
ま
な
り。
又
「
窟
士

の
山
を
も
見
ん」
と
て、
関
の
束
に
赴
き
給へ
り。
古へ
よ
り
た
ぐ
ひ

な
く
い
ひ
お
き
つ
る
も
こ
と
は
り
に
て、
人
々
い
と
め
づ
ら
か
に
お
ぼ

え
た
り。
や
が
て
駿
河
の
国
の
受
領
な
る、
寮
範
と
い
へ
る
者、
あ
る

じ
こ
ま
や
か
に
し
て、
舟
ど
も
よ
そ
ひ
つ
、ヽ
む
か
へ
間
え
た
り。
瑚

頭
鉛
首
に
な
ず
ら
へ
て、
目
も
あ
や
に
し
な
し
つ
る
中
に、
く
だ
物
酒

な
ど
し
な

K＼
耕
て、
き
よ
げ
な
る
わ
ら
は
の
た
け
だ
ち
も
ひ
と
し
き

を
え
り
て、
綾
錦
色
々
の
さ
う
ぞ
く
う
る
は
し
く
出
立
せ、
祁
さ
し
柑

と
り
も、
い
と
な
ま
め
か
し
げ
な
り。
・・・・・・
歌
な
ど
も
有
ぬ
ぺ
き
折
な

れ
ど、
こ
よ
な
き
気
色
に、
中
々
け
を
さ
れ
て、
出
ば
へ
す
る
ば
か
り

の
ふ
し
も
有
が
た
く
や
有
け
ん、
人
々
は
口
ご
も
り
て
の
み
お
は
し
つ

る
に、
室
町
の
大
臣、

き
の
ふ
ま
で
窟
士
の
高
ね
と
見
し
酋
の
袖
に
も
う
つ
る
田
子
の
う

ら
浪

（『
池
の
硲
屈』）

是

年南
方

平夷
二
依
テ、
四
方
ノ
凧
弥
収
リ
テ
湘
内
浪
静
也
シ
カ
バ、

同
六
月
ノ
始
ッ
カ
タ
大
樹、
東
海
ノ
補
々
国
々
卯
党
ゼ
ラ
レ
ン
為二、

先
ヅ
紀
路
二
差
懸
ラ
セ
玉
フ。
上
達
部
殿
上
人
数
多
供
奉
シ
給ヘ
リ。

前
駆
後
乗
ノ
武
士
三
千
余
騎、
窟
御
庖
従
数
百
人、
走
衆
中
間
雑
色
等

ニ
至
ル
マ
デ、
各
装
束
飾レ
花
色
香二
気
色
ヲ
交
ユ。
允
二
治
枇
安
国

ノ
験
卜
見
エ
テ、
目
出
カ
リ
シ
壮
観
也。
和
歌
吹
上
御
覧
ジ
テ‘

却痢

鵡
二
三
日
御
逗
留
坐

（、
一
夜
ノ
御
神
楽、
奏
物
ナ
ド
進
ラ
セ、
様
々

ノ
舞
楽
共
有
ケ
リ。
••
…・
ソ
レ
ヨ
リ
伊
勢
尾
張
ノ
所
々
過
ガ
テ
ニ
御
貿

ジ
テ、
駿
河
ノ
府二
入
セ
給ヘ
パ、
媛
当
国
ノ
守
護
今
川
上
総
介
泰
範、

主
儲
シ
奉
テ
御
船
ヲ
揃
テ
奉レ
迎レ
之。
竜
頭
釣
首
ニ
ナ
ゾ
ラ
ヘ、
割

莱
ノ
山
ヲ
似
ン
デ、
中
二
佳
肴
旨
洒
色
々
ノ
珍
菓
ヲ
積、
山
海
ノ
品
百

味
ノ
美
ヲ
列
タ
リ。
仙
菊
モ
特
実
ノ
リ
丹
醗
モ
熟
シ
ヌ
ル
計二
装
ウ
テ、

十
七
八
廿
llt
ナ
ル
少
男
ノ
容
簡
尤
モ
美
脆
ナ
ル
ニ
綾
椛
錦
繍
ヲ
裁
Kf
七、

鳳
冠
滋
衣
様
々
ノ
風
流
ヲ
尽
シ
テ、
菰
男
サ
ナ
ガ
ラ
紳
女
ノ
姿
ヲ
仮
テ

出
立
セ
タ
レ
パ、
焼
容
タ
ル
花
貌
パ
セ
紅
錦
ノ
日
二
映
ジ
テ
春
山
ノ
笑

ヲ
含
ル
ニ
不レ
異。
．

．

．

．

．

．

 

折
フ
シ
天
山
ノ
蛾
眉
哨
テ、
士
峯
ノ
雪
水
底

ヲ
照
シ、
一
適
ノ
舟
身
モ
サ
ナ
ガ
ラ
銀
漢
二
上
ル
心
地
シ
ケ
レ
パ、
彼
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四

有
家
ノ
参
識
ガ、
氷
ヲ
布
ル
浮
縞
原
卜
詠
シ
事
ナ
ド
思
召
出
サ
レ
テ、

斯
ナ
ン、昨

マ
デ、
宮
士
ノ
奉
ニ
ミ
シ
雪
ノ、
袖
ニ
モ
ウ
ッ
ス
田
児
ノ
浦
浪

（『
続
太
平
記』）

其
比
京
都
に
は
都
邸
統
て
静
謡
な
れ
ば、

紀
州
和
歌
補、
玉
津
島
の
佳

原
を
眺
望
あ
る
べ
し
と
て、
嘉
吸
二
年
八
月
二
日
に
大
樹
京
都
を
打
立

ち
給
ひ
て、
同
八
日
に
紀
伊
の
和
歌
に
滸
か
せ
給
ひ、

暫
く
所
々
の
兼

望
遊
蹄
在
し、
巳
に
十
八
日
御
焔
洛
と
開
え
し
か
ば、
(r
後
太
平
記』）

三
者
を
そ
れ
ぞ
れ
比
較
す
れ
ば、
こ
の
嘉
炭
二
年
の
義
濶
の
遊
究
に
関
す

る
記
事
が、
『
後
太
平
記』
で
は
な
く、
r
続
太
平
記』
の
方
に
依
拠
し
て
い

る
こ
と
は
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る。

r
後
太
平
記」
と
r
続
太
平
記」
に
は、
一
方
に
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る

記
事
や、
同
じ
出
来
事
を一
方
よ
り
も
詳
細
に
描
写
し
た
記
事
が
時
と
し
て

見
出
さ
れ
る。
罷
女
は、
そ
れ
ら
の
記
事
に
洛
目
し
て、
r
後
太
平
記』
と
r
続

太
平
記』
の
双
方
を
参
照
し
な
が
ら
r
池
の
泌
屑」
に
取
り
入
れ
て
い
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る。

『池
の
藻
屑』
へ
の
軍
記
物
語
の
影
評
を一
通
り
確
認
し
た
上
で、
次
に

両
者
の
相
違
点
に
つ
い
て
気
が
付
い
た
点
を
補
足
し
て
お
き
た
い。
『
池
の

築
屑』
の
成
立
に
多
大
な
彩
咽
を
与
え
た
軍
記
物
語
で
あ
っ
た
が、
そ
の
享

受
方
法
に
は一
定
の
方
針
が
窺
わ
れ
る。
両
者
の
関
係
で
注
意
さ
れ
る
の
は、

先
ず、
r
池
の
煤
屑』
．
に
お
け
る
戦
乱
の
描
写
の
簡
略
化
で
あ
る。
尤
も、

こ
れ
に
つ
い
て
は
『
池
の
煤
屑』
の
成
立
か
ら
六
ヶ
月
後
の
明
和
八
年
八
月

C
10
)

 

に
執
雉
さ
れ
た
『
月
の
行
衛』
に
も
通
ず
る
性
質
で
あ
り、

開
女
の
歴
史

物
語
に
共
通
す
る
特
色
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る。
そ
し
て
も
う―
つ
は、
r
太

平
記』
の
叙
述
の
中
で
極
め
て
特
異
な
印
象
を
与
え
る
「
怪
異」
の
描
写
が、

r
池
の
淡
屑』
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る。
と
り
わ
け、
物
開

世
界
の
展
開
を
背
後
か
ら
支
配
す
る
怨
盆
や
天
狗
の
跳
梁
祓
屈
或
い
は
将
来

を
予
言
す
る
怪
奇
現
象
の
描
写
な
ど、
『
太
平
記」
と
そ
の
世
界
を
継
承
し

た
r
後
太
平
記』
及
び
『
続
太
平
記」
に
共
通
す
る
特
色
が
『
池
の
旅
屈』

に
全
く
投
影
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は、
r
池
の
硲
屑」
の
作
品
世
界
を
明
ら

か
に
す
る
上
で
注
目
に
佑
す
る
と
思
わ
れ
る。

そ
の一
例
と
し
て、
r

池
の
淡
屑」
巻
四
「
崇
光
院」
の
正
平
七
年
（一

三
五
二）
二
月
条、

義
詮
と
和
睦
し
た
南
朝
の
後
村
上
天
皇
が
長
年
の
潜
伏

先
で
あ
る

賀名
生
を
出
御
し
て
住
吉
に
行
幸
さ
れ
た
楊
面
に
お
け
る
資
料
の

取
り
扱
い
方
は
極
め
て
示
唆
的
で
あ
る。
先
ず、
r
池
の
泌
屑』
の
該
当
箇

所
を
引
用
す
る。

ま
づ
住
吉
に
お
は
し
ま
し
て、

池
守
の
家
に
入
ら
せ
給
ふ。
や
が
て
住

の
江
殿
に
渡
ら
せ
給
は
む
と
て、
修
理
な
ど
加
へ
さ
せ
給
ひ、
国
夏
を

ば
三
位
に
な
さ
せ
給
へ
り。
宮
人
共
は
我
御
神
の
め
い
ほ
く
な
り
と
て、

い
み
じ
う
け
い
め
い
し
あ
へ
り。
御
社
に
も、

御
馬
を
牽
せ
給
ひ、

刷

幣
の
御
使
を
立
ら
る。
妥
な
ん
所
も
お
も
し
ろ
き
わ
た
り
な
れ
ば、
上

も
さ
る
太
山
の
御
目
う
つ
し
に、
こ
よ
な
う
思
ひ
召
れ
つ
ヽ
、
捕
の
か

- 39 -



た
な
ど
御
ら
ん
ぜ
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
に、
松
の
す
が
た
の
た
ぐ
ひ
な
か

上、

言り
け
れ
ぱ、

言
の
葉
も
及
ば
ぬ
松
の
木
陰
哉
む
べ
も
こ
、
ろ
あ
る
神
や
うへ
け

、5ん

・・・・・・
国
批
が
お
か
し
き
ひ
わ
り
ご
共
奉
り
け
る
に、
八
十
島
の
祭
り
の

か
た
を
つ
く
り
た
り
け
る
を
御
ら
ん
じ
て、
上
の
御
ま
へ、

御
祓
す
る
八
十
島
か
け
て
い
ま
し
め
や
浪
治
れ
る
時
は
見
え
け
り

此
御
製
を
う
け
給
は
り
て、
国
枇
つ
か
ふ
ま
つ
れ
る。

君
が
代
の
あ
り
数
な
れ
や
御
祓
す
る
八
十
島
ひ
ろ
き
浜
の
兵
砂
は

こ
の
楊
面
の
前
半
部
の
記
述
は、
『
参
考
太
平
記』

殊竺
平＇
「
南
朝
与ニ

義
詮

云比匹
和
睦
判
住
吉
松
折
ナ
細
川
頼
春
討
死
事」
に
碁
づ
い
て
描
か
れ

て
い
る。束

条
ニ
―
夜
御
逗
留
有
テ、
翌
13
躾
テ
住
吉へ
行
幸
ナ
レ
パ、
和
田
楠

以
下、
真
木
野、
三
輪、
湯
浅
入
道、
山
本
判
官、
熊
野
八
庄
司、
吉

野
十
八
郷
ノ
兵
七
千
余
騎、
路
次
ヲ
啓
固
仕
ル。
塁
居
ハ、
当
社
神
主

津
守
国
夏
ガ
宿
所
ヲ
俄
二
造
易
テ、
臨
幸
ナ
シ
奉
リ
ケ
リ。
国
夏
上
階

シ
テ、
従
三
位
二
成
ナ
ル。
先
例
イ
マ
ダ
ナ
キ
殿
上
ノ
交
リ、
時
二
取

テ
ノ
面
目
ナ
リ。
住
吉
二
臨
幸
成
テ、
三
日
二
当
リ
ケ
ル
日、
社
頭
二

一
ツ
ノ
不
思
議
ア
リ。
勅
使
神
馬
ヲ
献
リ
テ、
奉
幣
ヲ
搾
ゲ
タ
リ
ケ
ル

時、
風
モ
吹
ザ
ル
ニ、
瑞
籟
ノ
前
ナ
ル
大
松一
本
中
ヨ
リ
折
テ、
南
二

向
テ
倒
レ
ニ
ケ
リ。

そ
し
て
r
参
考
太
平
記』
で
は
こ
の
後、
折
れ
た
松
を
め
ぐ
っ
て、
殷
の

大
戊
の
故
事
を
引
き
な
が
ら
後
村
上
天
良
の
失
政
へ
の
非
難
と
前
途
の
多
難

が
語
ら
れ
て
お
り、
風
も
無
い
の
に
松
の
大
木
が
折
れ
た
と
い
う「
不
恩
議」

は、
今
回
の
後
村
上
天
皇
の
京
都
備
迎
事
業
が
失
敗
に
終
わ
る
こ
と
を
賠
示

す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る。
こ
の
よ
う
に
『
太
平
記」
の

随
所
に
見
出
さ
れ
る
怨
盆
や
天
狗
或
い
は
怪
奇
現
象
の
記
述
は、
人
知
を
超

え
た
何
物
か
が
働
き
掛
け
る
意
思
に
よ
っ
て
歴
史
上
の
事
件
が
生
起
す
る
と

い
う
因
果
論
的
な
歴
史
叙
述
を
用
い
る
『
太
平
記」
に
と
っ
て、
欠
か
す
こ

(ll)
 

と
の
出
来
な
い
要
素
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る。

し
か
し
な
が
ら、
r
池
の
藻
屑』
で
は、
怪
奇
現
象
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
神
馬
の
献
納
と
奉
幣
に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
て
お
き
な
が
ら、
そ
れ
に
付

随
し
て
現
わ
れ
た
怪
奇
現
象
そ
の
も
の
に
は一
切
触
れ
て
い
な
い。
つ
ま
り、

『
池
の
藻
屑』
は
r
参
考
太
平
記』
の

記事
に
大
幅
に
依
存
す
る一
方
で、

怪
異
に
関
す
る
記
述
は
意
図
的
に
削
除
し
て
い
る
の
で
あ
る。
『
池
の
藻
屑』

に
お
い
て
r
太
平
記」
の
手
法
が
踏
襲
さ
れ
な
か
っ
た
の
は、
前
も
っ
て
予

酋
さ
れ
て
い
た

事件
が
後
の
巻
々
で
実
現
さ
れ
て
い
く
と
い
う
歴
史
叙
述
の

形
式
が、
r
池
の
藻
屑」
の
歴
史
物
語
と
し
て
の
体
裁
に
相
応
し
く
な
い
と

脱
女
が
判
断
し
た
た
め
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る。

そ
の
代
わ
り
に
r
池
の
秘
屑』
の
後
半
部
で
屎
開
さ
れ
て
い
る
の
は、
住

吉
の
佳
漿
に
触
発
さ
れ
て
詠
ま
れ
た
後
村
上
天
良
や
南
朝
廷
臣
達
の
詠
歌
で

あ
り、
こ
の
部
分
は
こ
新
業
和
歌
集』

紅踪器心
年
〈
ニニ
八一
〉
成
立）

荏
十
七・
雑
歌
中
と
巻
二
十·
質
歌
に
収
録
さ
れ
た
和
歌
と
そ
の
洞
咎
に

拠
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る。
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住
吉
社
か
ん
だ
ち
に
行
幸
有
り
て
浦
の
か
た
御
究
ぜ
ら
れ
け
る

に、
松
の
す
が
た
な
ど
た
ぐ
ひ
な
か
り
け
れ
ば
よ
ま
せ
給
け
る

後
村
上
院
御
製

こ
と
の
業
も
お
よ
ば
ぬ
松
の
木
陰
か
な
む
べ
も
心
あ
る
神
や
う
へ
け
ん

す
み
よ
し
の
行
宮
に
お
ま
し
ま
し
け
る
比、
人
々
色
々
の
心
ぱ
ヘ

を
つ
く
し
て
風
流
の
破
子
ど
も
た
て
ま
つ
り
け
る
中
に、
神
主
国

批
八
十
島
の
ま
つ
り
の
か
た
を
つ
く
り
て
奉
り
け
る
を
御
買
じ
て

後
村
上
院
御
製

9
9
9
,＇，＇，'，',＇
 

み
そ
ぎ
す
る
八
十
島
か
け
て
今
し
は
や
波
を
さ
ま
れ
る
時
は
み
え
け
り

こ
の
御
製
を
う
け
給
は
り
て

従
三
位
国
批

君
が
代
の
有
か
ず
な
れ
や
み
そ
ぎ
す
る
八
十
島
ひ
ろ
き
浜
の
其
砂
は

す
な
わ
ち、
脱
女
は
後
村
上
天
皇
の
住
吉
行
幸
の
場
而
を
執
部
す
る
に
あ

た
っ
て、
r

参考
太
平
記」
か
ら
怪
媒
に
関
す
る
記
述
を
取
り
除
い
た
部
分

だ
け
を
抽
出
し
て、
そ
こ
に
r
新
菜
和
歌
集』
の
和
歌
と
詞
術
を
接
ぎ
合
わ

せ
た
の
で
あ
っ
た。

近
世
初
期
の
成
立
と
目
さ
れ
る
『
桜
雲
記』
の
記
述
に
拠
る
と、
後
村
上

天
兒
は
何
度
も
住
吉
に
行
幸
さ
れ
て
お
り、
「
御
祓
す
る」
の
和
歌
も
内
朝

の
正
平
十
六
年
(-
三
六一）
の
住
吉

行幸
の
記
事
の
中
に
収
録
さ
れ
て
い

る
よ
う
に、
こ
れ
ら
の
和
歌
が
実
際
に
正
平
七
年
の
住
吉
行
幸
の
折
に
詠
ま

(12"
 

れ
た
も
の
か
ど
う
か
は、
多
い
に
疑
間
の
余
地
が
あ
る。
し
か
も、
後
村
上

天
皇
の
御
代
を
舟
ぐ
r
新
莱
和
歌
集』
の
和
歌
の
内
容
は、
正
平一
統
の
枇

乱
し
た
泄
相
と
は
あ
ま
り
に
も
懸
け
離
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く、
折
れ
た
松

に
託
け
て
後
村
上
天
摂
の
治
世
が
短
命
に
終
わ
る
こ
と
を
皮
肉
っ
た
r
太
平

記」
の
枇
界
と
も
お
よ
そ
異
買
な
も
の
で
あ
る。
し
か
し、
麗
女
は、
r
参

考
太
平
記」
の
怪
奇
現
象
を
省
略
し
た
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず、
そ
こ
に
『
新

菜
和
歌
集」
の
中
か
ら
見
付
け
出
し
た
後
村
上
天
島
の
住
吉
行
幸
の
際
に
詠

ま
れ
た
和
歌
群
を
結
び
付
け
て、
r
参
考
太
平
記」
と
は
異
な
る
住
吉
行
幸

の
梢
景
を
r
池
の
藻
屑』
に
創
出
し
て
み
せ
た
の
で
あ
っ
た。
性
質
の
斜
な

る
二
つ
の
素
材
を
繋
ぎ
合
わ
せ
て、
独
自
の
作
品
枇
界
を
展
開
し
た
と
こ
ろ

に、
こ
の
場
面
に
お
け
る
作
者
脱
女
の
創
意
が
存
す
る
の
で
あ
る。

注(
1)
r
池
の
藻
屈』
の
出
典
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は、
尾
上
八
郎
『
池
の
硲

屑』
招
題(r
校
注
E
本
文
学
大
系』
弟
十
三
巻、
国
民
刷
柑・
大
正
十
五
年）、

小
泉
弘
「
吉
野
拾
追
と
束
斎
随
節
の
軋
界」
（『
日
本
の
説
話・
中
世
II」
第

四
径、
東
京美
術・
昭
和
四
十
九
年）、
松
村
膊
司『
歴
史
物年
叩ー
栄
花
物
語・

四
鏡
と
そ
の
流
れ
ー』
（
塙
選
柑
十
六、
塙
杏
房・
昭
和
五
十
四
年
改
訂
版）

な
ど
が
伯
わ
る。

(
2)
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典』
第一二
巻
（
岩
波
愁
店・
昭
和
五
十
九
年）
「
参

考
太
平
記」
の
項
（
長
谷
川
端
執
箪）
を
参
照。

(
3)
r
公
卿
補
任』
に
拠
る
と、
藤
房
の
出
家
は
述
武
元
年
十
月
五
日
と
なっ

て
お
り、
r
太
平
記』
と
r
公
卿
補
任」
と
の
年
次
の
相
述
はr
参
考
太
平
記』

で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず、
訛
女
は
r
太
平
記』
の
記
述
の
方

を
採
用
し
て
い
る。
ま
た、
竜
馬
の
献
上
か
ら
藤
房
の
遥
世
に
至
る一
連
の

藤
房
説
話
は、
現
在
で
は
『
太
平
記」
作
者
の
扉
構
と
見
倣
さ
れ
て
い
る
が、

r
池
の
深
肘』
ート
こ
れ
ら
の
蘇
房
説
話
が
収
り
入
れ
ら
れ
た
の
ば、
脱
女
が
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『
太
平
記』
の
創
出
し
た
藤
房
像
に
共
感
し
た
結
果
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る。
増
田
欣
「
藤
房
説
話
の
形
成
と
漢
籍
の
影
響」
(r「
太
平
記」
の
比
較

文
学
的
研
究』
角
川
術
店·
昭
和
五
十一
年）

(
4)
鈴
木
登
美
恵
「
天
正
本
太
平
記
の

考察」
（『
中
世
文
学』
第
十
二
号・
昭

和
四
十
二
年
五
月）、
大
森
北
義
「
天
正
本
太
平
記
の一
性
格」
（
伊
地
知
鉄

男
紺
r
中
世
文
学・
演
科
と
論
考』
笠
間
叢
柑一
〇
九、
笠
間
併
院・
昭
和

五
十
三
年）、
長
坂
成
行
「
天
正
本
『
太
平
記」
の
成
立
ー
和
歌
的
表
現
を

め
ぐ
っ
て
1」
(r
軍
記
文
学
研
究
叢
世
＾
第
九
巻〉
太
平
記
の
世
界』
汲
古

術
院•

平成
十
二
年）
な
ど
を
参
照。

(
5)
拙
梢
「r
月
の

行術」
と
『
山
棟
記』」
（r
国
語
国
文』
第
六
十
八
巻
第
八

号•
平
成
十一
年
八
月）

(
6)
『
園
太
歴』
観
応
元
年
＋
月
二
十
九
日
の

記半
は、

r参
考
太
平
記』
殊
J

二

十
八
「
直
義
入
道
愁
源
逐
砲
那」
に
も
収
鋒
さ
れ
て
い
る。

(
7)
岩
橋
小
弥
太
「
園
太
暦
に
つ
い
て」
(

r

京
畿
社
寺
考』
雄
山
間
出
版・
大

正
十
五
年、
r
団
太
暦』
第一
巻・
東
京
太
洋
社・
昭
和
十一
年
に
再
録）、

林
屈
辰一二
郎『
内
乱
の
な
か
の
貨
族

�
北
朝
と
r
団
太
暦』
の
世
界
ー』（
角

川
選
柑ー
l―1
0、
角
川
世
店•
平
成一二
年）、
鈴
木
登
美
恵
「
南
北
朝
時
代

と
固
太
麻」
（『
中
世
文
学』
第
三
十
七
号・
平
成
四
年
六
月）
な
ど
を
参
照。

(
8)
後
藉
丹
治
「
斑
徳
麓
女
の
歴
史
物

梧ー
月
の
ゆ
く
へ
を
中
心
と
し
て
1」

（『
瑞
垣』
第
二
十
三
号・
昭
和
三
十
年
五
月）
が、
『
月
の
行
衛』
成
立
前

後
の
事
惜
に
関
し
て、
「
月
の
ゆ
く
へ
と
い
ふ
こ
の
歴
史
物
話
は、
前
述
の

如
く
執
箪
か
ら
脱
稿
ま
で
に
は
僅
か
ば
か
り
の
時
日
を
費
し
た
の
で
あ
り
ま

す
が、
材
料
を
あ
つ
め
て

箪を
執
る
ま
で
は、
恐
ら
く
そ
れ
相
当
な
準
偏
を

要
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す。」
と
言
及
し
て
い
る
よ
う
に、
『
池
の

珠
屑』
に
お
い
て
も
同
様
に、
前
も
っ
て
あ
る
程
度
の
資
科
の
収
集·
整
理

等
の
下
準
備
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る。

(
9)
亀
田
純一
郎
「
太
平
記
院
に
つ
い
て」
(r
国
話
と
国
文
学』
第
八
巷
第
十

号・
昭
和
六
年
十
月、
『
日

本文
学
研
究
預
科
叢
術・
戦
記
文
学』
有
精
裳．

昭
和
四
十
九
年
に
再
録）、
中
村

幸彦
「
太
平
記
の
講
釈
師
た
ち」
（r^
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
版〉
日
本
の
古
輿
＾
第
匹
巻〉
太
平
記』
世
界
文
化
社・
昭
和
五

十
年、
『
中
村
幸
彦
若
述
集』
第
十
巻・
中
央
公
論
社・
昭
和
五
十
八
年
に

再
録）
な
ど
を
参
照。

(
10)
拙
稿
「r
月
の
行
衛』

論」
(r
岡
山
大
学
大
学
院
文
化
科
学
研
究
科
紀

要』
第
八
号•
平
成
十一
年
十一
月）

(
U)
中
西
逹
治
「
怨
裳
の
系
簡」
（『
名
古
屈

市立
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要』

第
二
十
四
集·
昭
和
五
十
年
二
月、
r
太
平
記
論
序
説』
桜
楓
社・
昭
和
六

十
年
に
再
録〉、
板
垣
俊一
r
近
世
仮
作
箪
記
と
磁
界
の
論

理ーr
後
太
平
記』

の
歴
史
叙
述
」
（
硲
田
衡
編
r
見
え
な
い
世
界
の
文
学
誌
ー
江
戸
文
学
考

究
ー」
ぺ
り
か
ん
社・
平
成
七
年）
な
ど
を
参
照。

(
12)
r
池
の
洸
屈」
と
『
桜
埃
記』
の
関
係
に
つ
い
て
は、
後
E
改
め
て
考
察

す
る
予
定
で
あ
る。

尚、
本
稲
で
使
用
し
た
テ
ク
ス
ト
は、
r
池
の
硲
屑』
は
r
改
訂
史
籍
集
覧』

第
三
巻
（
臨
川
害
店・
昭
和
五
十
八

年復
刻
版）、
r
参

考太
平
記』
は
r
参
考
太

平
記』
全
二
巻
（
国
柑
刊
行
会・
大
正
三
年）、
r
後
太
平
記』
は
『
物
甜
日
本
史

大
系』
第
六・
七
巻
（
早
稲
田
大
学
出
版
部・
昭
和
三
年）、
r
統
太
平
記』
は
蘭

山
大
学
附
属
図
柑
館
池
田
家
文
庫
所
蔵
本（
む
罪
名
の
無
い
貞
享
三
年
版
本）、r
新

業
和
歌
集』
は
『
新
絹
国
歌
大
観』
第一
巻
（
角
川
む
店・
昭
和
五
十
八
年）
で

あ
り、
引
用
に
際
し
て
は
読
み
易
さ
を

考怠
し
て
私
に
改
変
を
加
え
た。

（
も
り
や
す

ま
さ
こ

台
切•
長

榮大
学
助
理
教
授）
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